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１．Ｃｏｌｉｎｓ機能の継承について

Ｃｏｌｉｎｓ（Container Logistics Information Service：コンテナ物流情報サービス）機能の継承に係る経緯等は、以下２．及び
３．のとおりであり、今後の対応については、４．のとおりとする。

区 分 概 要

１．個別検討事項 Ｃｏｌｉｎｓ機能の継承について

２．現行仕様 Ｃｏｌｉｎｓは、平成21年度から実施された「コンテナ物流の総合的集中改革プログラム」における港湾
物流情報化推進のためのモデル事業の実証実験として国土交通省港湾局が開発・運営してきたものである。
ターミナルオペレータ（ＣＹ）、荷主、海貨業者、運送事業者（陸運）等の関係事業者間で、コンテナ物流

情報を共有化する情報システムであり、３年間の実証実験期間が終了した現在も、国土交通省港湾局が運営を
行っている。

〈 主な機能 〉 ① 混雑ウェブカメラ画像（ＣＹ等の港頭地区に設置したウェブカメラ画像の提供）
② ゲートオープン時間情報
③ ＣＹ搬出可否情報
④ 船舶動静情報（ＡＩＳ情報等に基づく船舶位置情報）

３．見直しの経緯
（利用者の要望等）

平成25年6月25日に閣議決定された「総合物流施策大綱（2013-2017）」において、

「ＮＡＣＣＳへのコンテナ物流情報サービス（Colins）機能の反映や、これらが有する貨物情報の充実・
活用促進を図り、ＮＡＣＣＳを国際物流情報基盤の中核システムに育成する。」

とされている。

４．次期仕様（案） Ｃｏｌｉｎｓ機能の継承については、国土交通省との間でＣｏｌｉｎｓの機能や利用状況等の詳細な確認
などを行い、具体的な継承のあり方について検討を進めてきたところ。
他方で、平成26年8月に日中韓の物流大臣会合で合意された３か国間でのコンテナ物流情報の相互提供シ

ステムである「ＮＥＡＬ-ＮＥＴ」機能が本格展開されており、Ｃｏｌｉｎｓが日本からの情報提供にための
中核システムを担う状況となっている。
このように大綱の決定当時とは異なる検討課題も生じており、具体的な継承の方法等については、引き続

き国土交通省との間で協議を進めることが必要な状況となっている。
このため、本件については、第６次ＮＡＣＣＳの利用には影響を与えない形で整理することとし、ＷＧに

おける検討課題の対象とはしないこととする。
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２．【参考】ＮＥＡＬ－ＮＥＴについて
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「NEAL-NETによるコンテナ物流情報提供サービス」の開始に係る
国土交通省の報道発表資料（抜粋）
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